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Ⅰ．事業の概要 

１．事業所名および代表者名 

カネカ中部スチロール株式会社（本社・本社工場および尾鷲工場） 

木村 裕二（代表取締役社長） 

 

２．所在地  

事業所 住所 

本社・本社工場 三重県四日市市南小松町 2681番地 

尾鷲工場 三重県北牟婁郡紀北町船津 2635番地 

 

３．環境管理責任者および担当者連絡先 

 責任者および担当者 

環境管理責任者 
本社・本社工場 河野 輝久二（本社工場長） 

尾鷲工場 中子 雅人 （尾鷲工場長） 

事務局 － 青島 義典 （管理課長） 

連絡先 TEL：059-328-2100  FAX：059-328-2233 

 

４．事業の内容 

発泡スチロール箱の製造及び販売 

主要製品： 発泡スチロール成形品 

 

５．事業の規模 

2021年度（2021年 4月 ～ 2022年 3月） 

 単位 全事業所 合計 本社・本社工場 尾鷲工場 

売上高 百万円 973.5 618.6 354.9 

従業員数 名 57 38 19 

床面積 ｍ２ 21,358 17,589 3,769 
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Ⅱ．対象範囲等 

１． 実施体制  

 

カネカ中部スチロール株式会社 エコアクション２１組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割・責任・権限表 

担当 役割・責任・権限 

代表者 

（木村社長） 

・環境方針の策定 

・環境管理責任者の任命 

・資源（人員・設備・費用等）の準備 

・代表者による全体の評価と見直し 

環境管理責任者 

（本社工場長河野輝久二） 

（尾鷲工場長中子雅人） 

・環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を代表者

に報告 

・外部からの苦情等の受付 

・部門の環境目標及び環境活動計画の運用管理 

・各部門に関連する問題点の是正と予防処置の実施 

EA21事務局 

（管理課長青島義典） 

・環境関連文書及び記録の作成・管理等 

・環境活動計画の実施状況確認 

・環境活動レポートの作成 

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組みの重要性の理解 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

２．対象範囲（認証・登録）、レポートの対象期間及び発行日 

①対象範囲：発泡スチロール箱の製造及び販売 

②対象期間：2021年 4月 1日から 2022年 3月 31日。 

 ③発行日：2022年 10月 1日発行の環境経営レポートとする 

社 長 

木村裕二 

環境管理責任者 

本社工場長河野輝久二  尾鷲工場長中子雅人 

本社・本社工場 

工場長河野輝久二 

 

EA21事務局 

管理課長青島義典 

尾鷲工場 

工場長中子雅人 
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Ⅲ．環境経営方針 

＜基本環境経営理念＞ 

  当社は自然の恵みに感謝すると共に、株式会社カネカのグループ会社として、企業

活動と環境の調和を最重要課題として認識し、従業員一丸となって地球環境の保全

に配慮した事業活動を継続していきます。 

  当社では、発泡スチロール成型品製造のために、原材料として発泡性ポリスチレン

ビーズを購入し、エネルギーとして電力及びボイラー用燃料を消費しています。工

場間連携や設備保全により、地域と共存しながら、事業活動に伴う改善活動を継続

しながら、省エネを推進し、環境負荷の低減を目指して各取組を実施致します。 

   

 

＜環境経営目標＞ 

  次のことに取り組み環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な

改善に努めます。 

１．地球温暖化防止のために、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。 

◎工場内におけるエネルギー量（燃料、電気）の使用量削減を図ります。 

２．廃棄物排出量の削減と資源リサイクルに取り組みます。 

◎生産活動で発生する廃棄物の削減を図ります。 

◎工場内で使用する資材のリサイクルに取り組みます。 

３．工場から排出される水量の低減に取り組みます。 

◎地下水の循環再利用し、排水量低減を図ります。 

４．工場内でのエコ活動に取り組みます。 

◎地域・社会貢献活動を推進します。 

 ５．化学物質の適正管理を図ります。 

 ６．不良品の削減に努めます。 

７．環境関連法令に沿った事業活動推進に取り組みます。 

８．この環境経営方針は外部からの要求に応じ提供します。 

◎地域住民の皆様との環境コミュニケーションに積極的に取り組みます。 

 

 

制定日：2019年 4月 1日 

改定日：2021年 4月 1日 

カネカ中部スチロール株式会社 

代表取締役社長  木村 裕二 



4 

Ⅳ．環境経営目標（中期目標） 

当社は 2009年 4月よりエコアクション２１体制を構築し、2019年度実績を基準に、

向こう３ヵ年の設定を致しました。 

なお、環境関連法令（大気汚染防止法、水質汚濁防止法、騒音規制法、振動規制法、

その他環境に関連する法規）については、引き続き遵守してまいります。 

①～③の各種目標値について、前年度比５％を削減目標とします。 

（2021～2022年度の②廃棄物排出量については、2020年度の目標値と同一にしてい

ます。） 

 

《全事業所 合計》 

項目 単位 
2019年度 

（実績） 

2020年度 

（目標） 

2021年度 

（目標） 

2022年度 

（目標） 

①二酸化炭素排出量 t-CO2 5,609 5,328 5,062 4,809 

②廃棄物排出量 t 3.4 3.2 3.2 3.2 

③総排水量 千 m3 80.6 76.6 72.8 69.2 

④地域貢献 件 4 4 4 4 

⑤化学物質の適正管理  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

⑥不良品の削減 ％ 実態調査 0.55 0.48 0.40 

＊二酸化炭素排出係数 ：九電みらいエナジー(株)2019年実績値（0.389）を採用 

 

事業場毎の目標を以下に示します。 

《本社・本社工場》 

項目 単位 
2019年度 

（実績） 

2020年度 

（目標） 

2021年度 

（目標） 

2022年度 

（目標） 

①二酸化炭素排出量 t-CO2 3,586 3,406 3,236 3,074 

②廃棄物排出量 t 2.0 1.9 1.9 1.9 

③総排水量 千 m3 38.1 36.2 34.4 32.7 

④地域貢献 件 2 2 2 2 

⑤化学物質の適正管理  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

⑥不良品の削減 ％ 実態調査 0.50 0.45 0.40 
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《尾鷲工場》 

項目 単位 
2019年度 

（実績） 

2020年度 

（目標） 

2021年度 

（目標） 

2022年度 

（目標） 

①二酸化炭素排出量 t-CO2 2,023 1,922 1,826 1,735 

②廃棄物排出量 t 1.4 1.3 1.3 1.3 

③総排水量 千 m3 42.5 40.4 38.4 36.5 

④地域貢献 件 2 2 2 2 

⑤化学物質の適正管理  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

⑥不良品の削減 ％ 実態調査 0.60 0.50 0.40 
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Ⅴ．環境経営計画 

 以下に、先に掲げた環境経営目標に対して、主要な実行計画を示します。 

なお、環境関連法令の遵守については、「年間法定点検を計画に沿って抜けなく実施

するとともに、環境管理者による確認を徹底する。」こととしました。 

 

目標 実行計画 

①二酸化炭素の排

出量を低減する。 

【燃料消費量を低減する】 

・両工場共に、軟水機を含めた周辺のメンテナンスを確実に行

い、還流式ボイラーの燃焼効率を高レベルで保持する。 

・設備メンテナンスを確実に実施し、蒸気漏れ等のエネルギー

ロスを削減させ、ボイラー用重油の消費量を低減する。 

【電力消費量を低減する】 

・電気使用量の最も大きいエアーコンプレッサーのメンテナン

スを確実に実施し、高効率運転を維持する。 

・設備メンテナンスを確実に実施し、エアー漏れ等のエネルギ

ーロスを削減させ、電力消費量を低減する。 

②廃棄物の排出量

を低減する。 

・各設備の点検強化や備品整備を確実に実施し、設備の延命化

を図りながら廃棄物発生量を低減する。 

③総排水量を低減

する。 

・金型の整備や、適切な運転条件の管理を実施し、排水量を低

減する。（ピット水量の調整等） 

④地域貢献活動を

推進する。 

・地域自治会の活動に協賛する。 

工場周辺の清掃活動、祭りなどの年間行事、スチロールのリサ

イクルグッズの提供などの実施。 

⑤化学物質の適正

管理 

・化学物質の適正管理を図る。 

⑥不良品の削減 ・不良品の削減に努める。 
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Ⅵ．環境活動の実績 

 以下に、先に掲げた環境経営目標に対して、達成状況を示します。 

 なお、環境関連法令について、年間計画に添って抜けなく実施・遵守した。 

 

【結果】 

 事業所 
2020 

実績 

2021 

目標 

2021 

実績 

達成率 

(%) 
判定 

二酸化炭素の

排出量を低減

する。 

t-CO2 

事業所合計 5,890 5,595 4,884 114.5 〇 

本社・本社工場 3,528 3,351 2,905 115.3 〇 

尾鷲工場 2,362 2,234 1,979 112.8 〇 

廃棄物の排出

量を低減す

る。 

t 

事業所合計 8.3 7.8 5.8 134.4 〇 

本社・本社工場 6.9 6.5 2.0 325.0 〇 

尾鷲工場 1.4 1.3 3.8 34.2 × 

総排水量を低

減する。 
千 m3 

事業所合計 87.0 82.6 77.2 100.7 〇 

本社・本社工場 38.5 36.5 36.3 100.1 〇 

尾鷲工場 48.5 46.0 40.9 112.4 〇 

地域貢献活動

を推進する。 
件 

事業所合計 4 4 4 100.0 〇 

本社・本社工場 2 2 2 100.0 〇 

尾鷲工場 2 2 2 100.0 〇 

化学物質の適

正管理 
 

事業所合計 － 適正管理 実施確認 100.0 〇 

本社・本社工場 － 適正管理 実施確認 100.0 〇 

尾鷲工場 － 適正管理 実施確認 100.0 〇 

不良品の削減 ％ 

事業所合計 1.06 0.55 0.90 61.2 × 

本社・本社工場 0.85 0.50 0.69 72.4 × 

尾鷲工場 1.38 0.60 1.25 48.0 × 

＊二酸化炭素排出係数 ：九電みらいエナジー(株)2019年実績値（0.389）を採用 
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Ⅶ．環境経営目標及び環境経営計画の取組結果とその

評価 

① 二酸化炭素の排出量を低減する。 

【結果】 

事業所合計では、目標値 5.595ｔに対し、実績値 4,884ｔとなり両工場ともに目

標を大幅に達成し 14.5％削減しました。 

販売量はコロナ過や原料値上げ等により減となりましたが、２０２０年度より取

組みを進めてきた生産性向上策や継続的な設備メンテナンスが効果を発揮しまし

た。 

本社工場では成形機を２台新設し操業時間を２時間短縮、集中生産を開始しまし

た。また、蒸気漏れやエアー漏れを改善、定期的な金型洗浄や成形条件の最適化に

より、燃料及び電力原単位の大幅な改善を実現し、原料原単位も改善を図りました。 

 

【取組事項】 

●集中生産 

本社工場で成形機を２台増設・即戦力化、８時～２４時であった操業時間を２２

時終わりとしました。人手不足で間引き対応していた２２時～２４時の生産分を効

率的に生産することで、時間当たりの生産性が向上しました。 

●ボイラー、空気圧縮機、真空ポンプのムダ運転の低減 

集中生産に呼応して、ボイラー、空気圧縮機、真空ポンプの運転台数を細かく調

整し、余分なエネルギー消費削減（ムダ運転）に努めました。（共通） 

●成形技術・機器整備技術の教育によるレベル向上 

生産性向上により定期的に生産調整日を設けることができるようになりました。

従来は休日出勤で実施していた機器のメンテナンスやメンバーへの教育を、生産調

整日で実施し燃料や電気原単位低減に繋げる改善等を多く実施することができま

した。 

② 廃棄物の排出量を低減する。 

【結果】 

事業所合計では、目標値 7.8ｔに対し、実績値 5.8ｔとなり目標達成となりまし

た。個別にみると、本社工場は大きな廃棄物が無く目標を達成しましたが、尾鷲

工場は赤札活動を実施し、不要物の撤去を実施したため一時的に大幅増となりま

した。 

【取組事項】 

●各設備の点検強化や備品整備を実施 

不要設備撤去作業を実施しましたが、不用品の処分が進まず処分待ち状態となっ
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ており、対前年減になりました。（本社、本社工場） 

●分別・回収を実施 

飲料水の缶、ペットボトル等は、専用ボックスへの回収を徹底しました。（共通） 

廃棄物（工程不良品）の分別を徹底し、有価物として処理しました。 

 

 

③ 総排水量を低減する。 

【結果】 

事業所合計では、目標値 82.6ｔに対し、実績値 77.2ｔとなり両工場ともに目標

を達成しました。 

【取組事項】 

●操業時間短縮 

 本社工場では生産性を向上し、生産量は落とさずに操業時間を２時間短縮するこ

とで井戸水の使用量を削減しました。 

●ピット管理の徹底（共通） 

井戸水補給削減を継続して行いました。また、排水ラインの管理を徹底し、安定

生産に努めました。 

●成形条件管理の徹底（共通） 

加熱・冷却時間をシビアに管理し、省エネ成形を行うことで冷却水の使用量削

減に努めました。 

④ 地域貢献活動を推進する。 

【結果】 

地域自治会と連携して、各種活動を実施しました。 

【取組事項】 

工場周辺の清掃活動、地域自治会への協賛（祭りなどの年間行事）、スチロール

のリサイクルグッズの配布を行いました。 

⑤ 化学物質の適正管理 

 【結果】 

   化学物質の適正管理を図りました。 

 【取組事項】 

   購入記録・残量記録を継続実施しました。使用中の潤滑油に関しては受け皿等を

利用し漏洩防止を図りました。 

⑥ 不良率の削減 

【結果】 

昨年度実績よりも１５％削減できましたが、目標までの削減はできませんでした。 
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【取組事項】 

●本社工場では油汚れを防止するため、ダイバーに保護カバーを設置し一定の  

効果が得られましたが、挟みこみ不良が発生しトータル量の削減には至りません

でした。また、製品飛散シートを設置することで床落ちの汚れ不良は激減しまし

た。 

 ●蒸気、圧縮空気、真空などユーティリティ変動による不良発生を抑制するため、

ラインの洩れ量削減・金型整備に取り組みました。（共通） 
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Ⅷ．次年度の環境経営目標（中期目標） 

2021年度実績を基準に、向こう３ヵ年の設定を致しました。 

なお、環境関連法令（大気汚染防止法、水質汚濁防止法、騒音規制法、振動規制法、

その他環境に関連する法規）については、引き続き遵守してまいります。 

①～③の各種目標値について、前年度比５％を削減目標とします。 

（2022～2023年度の②廃棄物排出量については、2021年度の目標値と同一にしてい

ます。） 

 

《全事業所 合計》 

項目 単位 
2021年度 

（実績） 

2022年度 

（目標） 

2023年度 

（目標） 

2024年度 

（目標） 

①二酸化炭素排出量 t-CO2 4,884 4,640 4,408 4,187 

②廃棄物排出量 t 5.8 7.8 7.8 7.8 

③総排水量 千 m3 77.2 73.3 69.7 66.2 

④地域貢献 件 4 4 4 4 

⑤化学物質の適正管理  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

⑥不良品の削減 ％ 0.90 0.60 0.60 0.60 

＊二酸化炭素排出係数 ：九電みらいエナジー(株)2019年実績値（0.389）を採用 

 

 

 

事業場毎の目標を以下に示します。 

《本社・本社工場》 

項目 単位 
2021年度 

（実績） 

2022年度 

（目標） 

2023年度 

（目標） 

2024年度 

（目標） 

①二酸化炭素排出量 t-CO2 2,905 2,760 2,622 2.491 

②廃棄物排出量 t 2.0 6.5 6.5 6.5 

③総排水量 千 m3 36.3 34.5 32.8 31.1 

④地域貢献 件 2 2 2 2 

⑤化学物質の適正管理  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

⑥不良品の削減 ％ 0.69 0.60 0.60 0.60 
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《尾鷲工場》 

項目 単位 
2021年度 

（実績） 

2022年度 

（目標） 

2023年度 

（目標） 

2024年度 

（目標） 

①二酸化炭素排出量 t-CO2 1,979 1,880 1,786 1,697 

②廃棄物排出量 t 3.8 1.3 1.3 1.3 

③総排水量 千 m3 40.9 38.9 36.9 35.1 

④地域貢献 件 2 2 2 2 

⑤化学物質の適正管理  適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

⑥不良品の削減 ％ 1.25 0.60 0.60 0.60 
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Ⅸ．次年度の環境経営計画 

 次年度は、生産現場の運転管理を徹底しながら、以下の事項について実施していきま

す。また、環境関連法令の遵守については、引き続き「年間法定点検を計画に沿って抜

けなく実施し、環境管理者による確認を徹底する。」こととします。 

 

◆ ボイラーの最適運転と台数制御管理の徹底 

◆ 成形条件・運転機器の適正管理 

◆ 機器・金型整備の実施 

◆ 設備機器のムダ運転時間の低減 

◆ 廃棄物の分別再資源化の徹底 

◆ オーバーフロー水の削減 

◆ エコ活動（地域・社会貢献）の推進 

◆ 製品及びサービスの向上 

 

具体的な取り組みとしては、 

① 燃料消費量や電力消費量を低減するために、設備更新やメンテナンスを進めます。

加えて運転管理等の教育を実施していきます。 

② 廃棄物発生量を低減するために、各設備の点検強化や備品整備を確実に実施し、

設備の延命化を図っていきます。加えて分別をさらに徹底していきます。 

また、金型洗浄廃液は中和処理を実施し、固形物のみを産廃として排出できる

ように検討します。 

③ 総排水量を低減するために、金型の整備や、適切な運転条件の管理を実施してい

きます。加えて、水循環ラインの管理を徹底していきます。 

④ 地域貢献活動について、工場周辺の清掃活動を行うとともに、地域自治会の活動

に協賛（祭りなど年間行事、リサイクルグッズの提供）を行っていきます。 

⑤ 化学物質の適正管理を図ります。 

⑥ 不良品の削減に努めます。 

 

 

また、環境経営目標の担当部署及び責任者は以下のとおりです。 

目標項目 担当部署 責任者 

◆二酸化炭素排出量 製造部門 工場長 

◆廃棄物排出量および排水量 製造部門 工場長 

◆エコ活動（地域貢献） 製造部門 工場長 

◆環境関連法令順守、自主管理値順守 製造部門 工場長 
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Ⅹ．環境関連法規等の遵守状況の確認および評価結果

並びに違反、訴訟等の有無 

環境関連法令に関しては、社内教育などを通じて順守すべき事項を周知致しました。 

当社で実施した法令順守の確認において違反はありませんでした。（大防法、浄化槽

法、騒音規制法、振動規制法、省エネ法、水濁法、廃掃法、工場立地法、消防法、高圧

ガス保安法、労安法、他） 

また、過去３年間において関係官庁等からの指導・指摘や環境関連の訴訟などもあり

ませんでした。 

 

 

XⅠ．代表者による全体評価と見直しの結果 

１）実施日：2022年 9月 25日 

２）評価結果と指示事項 

代表者による全体の評価と見直しについては、本社・本社工場は 2022年 6月 7日、

尾鷲工場は 2022年 6月 14日にそれぞれ実施した。その結果、環境経営方針、環境経営

目標及び環境経営計画、実施体制は、変更の必要はなかった。総括は以下のとおりであ

る。 

今年度は、計画生産量より実績生産量が微減したため二酸化炭素の排出量及び工場の

総排水量の削減は目標を達成することができました。一方で生産量の増減を考慮し、製

品 1トン当たりに換算しても昨年より減少・改善効果が認められてきております。今後

も継続的に、蒸気漏れやエアー漏れ等のエネルギーロスの削減活動継続すると共に、設

備改善／メンテナンスを継続しエネルギー消費量及び不良率の低減を図ってまいりま

すします。また、コンプライアンスに努め、従業員全員参加で EA21活動に取り組み、

省エネ活動を推進していきます。 

 

３）変更の必要性 

 ・環境経営方針     要  不要 

 ・環境経営目標     要  不要 

 ・環境経営活動計画   要  不要 

 ・実施体制       要  不要 

 

XⅡ．地域社会との環境保全共同活動（地域貢献） 

  閑散期を利用して工場周辺のゴミ収集を自主的に行っています。また、地域住民のイ

ベント等に参画し、リサイクル意識高揚のための啓発活動を行っています。 
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XⅢ．社内外への環境経営レポートの公開 

本レポートは社内に常備し、要求があればいつでも公開できるようにしております。 

 

 

以下余白 


